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ご あ い さ つ

国立大学法人佐賀大学 学長 佛淵 孝夫

明けましておめでとうございます。
昨年１０月１日付けで国立大学法人佐賀大学学長を拝命しました。佐賀大学は法人化後６年目を迎え、
様々な改革が進行しています。法人化後、各大学の自主性を謳いながらも６年間の中期目標・中期計
画とその実行が義務付けられ、さらにすべての大学に「大学機関別認証評価」を受けることが義務付
けられています。その内容は大学の目的に始まり教育研究の実施体制、教員及び教育支援者、学生の
受け入れ、教育内容及び方法などから財務、管理運営まで事細かに調査が行われています。これまで
聖域として外部からの干渉を受け付けなかった大学の文化から考えると、まさにわが国の大学制度始
まって以来１３０年ぶりの大改革ではないかと考えています。
ご承知の通り、高等教育におけるわが国の支出は OECD（経済協力機構）加盟２８か国中 GDP比で
は最下位です。財源の裏づけもないまま、教職員に成果を求めるのはつらい立場ですが、それぞれの
大学間の競争は始まっており、文部科学省からの運営費交付金すらその成果に応じて配分されること
になっています。もちろん私立大学と比べるとはるかに恵まれていることはいうまでもありませんが、
欧米先進国との競争を考えると不安は拭い去れません。
また、地方の国立大学法人のうち附属病院を持ついわゆる中規模総合大学においては全予算に占め
る病院収入は大きく、佐賀大学の場合４２％に達します。病院収入を増やしながら決められた予算でや
り繰りしなければなりません。その一方で、様々な評価のための業務が増えており、全職員評価疲れ
のため大学本来の使命である教育・研究・社会貢献が十分に果たせないのではないかと懸念しています。
政権が変わり教育や医療に関する政策も大きく変わろうとしているようですが、その中身に関して
は先行き不透明です。民主党の掲げる「コンクリートから人へ」という政策方針から考えると、教育・
医療関係は比較的有利ではないかとの憶測が流れましたが、現実は厳しそうです。運営費交付金の更
なる減額が検討されているようですが、これに対しては引き続き反対意見を述べていきたいと思います。
法人化後の佐賀大学では長谷川前学長の下、大学憲章の制定、第Ⅰ期中期目標・中期計画の策定と
実施（評価）、中長期ビジョンの策定がなされました。佐賀大学憲章には、「魅力ある大学、創造と継
承、教育先導大学、研究の推進、社会貢献、国際貢献、検証と改善」が明記され、佐賀大学中長期ビ
ジョン（２００８－２０１５）では「地域と共に未来に向けて発展し続ける大学を目指して」と謳われていま
す。これらを実現するには全学一体となった「夢」と「戦略」を持つことであり、教職員に夢と活力
があって始めて教育・研究・社会貢献の実現が可能です。良い教育を行い誇るべき研究成果と社会貢
献が達成できれば、学生に選ばれ、卒業生の誇りになり、発展し続ける大学になると確信しています。
もとより浅学非才の身でありますが、同窓会の皆様のご支援ご指導をいただきながら佐賀大学の発
展に尽力する所存です。本年も何卒よろしくお願い申し上げます。
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支部�

佐賀大学大分県支部総会
平成２１年１１月１４日 於：大分第一ホテル

福岡地区支部

平成２１年７月１０日、福岡市内の「セントラルホテ
ルフクオカ」で福岡地区の全学同窓会が開催されま
した。
本部から久間佐賀大学同窓会会長をはじめ、各学

部同窓会の代表や大学関係者の１１名の来賓の方々の
ご参加をいただき、６３名の支部会員と合わせ総数７４
名で和やかで楽しいひとときを過ごすことができま
した。
今年度当番幹事（昭和４３年入学経済）の高石彰氏
の司会でスタート。
久間会長の大学や同窓会の状況等の挨拶をいただ

き、文化教育学部宮島会長の音頭による乾杯で交流
劇が始まりました。久し振りに再会の出席者は酒盃

を交わしながら歓談し、今
回も途中「シャッフル（席
替え）」により新たな交流
の輪が広がり、恒例の「拳
頭言」、「校歌斉唱」でクラ
イマックスを迎えます。出
席者一同時が経つのを忘れ、
懇親を深めることができま
した。次年度、昭和４４年入

学の当番幹事の皆さんの設営に期待し、次回の再会
を約しながらお開きとなりました。

常任幹事 税 田 健 司（経済・５５卒）

大分支部・豊後はがくれ会

豊後はがくれ会の総会と懇親会を、平成２１年１１月
１４日�、大分第一ホテルにて開催した。
今回、会員の参加は２６名（昭和３４年～平成７年）
で、久々の女性２名の参加もあり大いに盛り上がり
をみせた。
来賓として、本部から久間会長、松尾副会長、光

岡理事長、小池理事、中島理事の５名の方をお迎え
し、佐賀大学や同窓会の近況や活動等をうかがう事
ができた。

今年度の支部活動は、恒例の同窓会
ゴルフコンペの開催だけであったが、
来年度は再度花見等の企画をしながら、
魅力ある同窓会にしたいと考えている。
総会に続いて、懇親会は河野克己さん
（農学Ｓ３６年）の乾杯の音頭で始まった。
大分の美味しい料理を堪能しながら、
ビール・酒・焼酎と飲み干し、昔話やお互い
の近況報告で、楽しく語らい有意義な懇親会と
なった。
最後に神取禎久さん（農学Ｓ６２年）の万歳三唱で

お開きとなり、参加者一同、来年の再会を誓い合っ
て、和やかなうちに会を終了した。

事務局長 牧 野 巧（理工・５０卒）

東海支部

平成２１年１１月２９日昼、東海支部総会を出席者１８名
で名古屋駅前のホテルで開催しました。
佐賀から佐大同窓会長の久間さん、副会長の梅崎
さん（楠葉同窓会長）、松尾さん（農学部会長）、田
中さん（理工学部会長）のご参加をいただきました。
久間会長から大学の現況と同窓会が大学に物心両面
から可能な限り支援協力をしていると具体例をもっ
て説明があり、同窓会への認識を新たにした。
いよいよ懇親会である。副島さん（元支部長・文
理３５卒）の音頭でスタート。お酒が入り和気藹々の
雰囲気の中で自己紹介です。
未曽有の経済不況下で大奮闘の現役組、家庭菜園
に勤しむ悠々自適の方々の紹介、本日の紅一点Ｍ子
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だより�
さん（教育４４卒）は教職定年後、農業に専念し

トラクターをも運転するとのこと、小柄な彼女のパ
ワーに驚嘆する。Ｋさん（文理４０卒）は年１００回の
ゴルフラウンドを今後１０年間継続したいとの意気込
みに脱帽する。
宴もたけなわ、いよいよ巻頭言の出番である。不

知火寮出身の高松さん（文理３７卒）が声高に吟じ、
寮歌「南に遠く…」に乱舞す。遠き学生時代の数々
の想い出をかみしめながら、校歌「楠の葉の…」を
高歌放吟し、同窓の絆を深めていった。
お互いの健康を気遣いながら次回の再会を約して

散会した。
東海支部長 林 利 幸（文理・３７卒）

採用内定者と同窓会・
キャリアセンターとの懇談会
平成２１年１１月１１日�大学会館２Ｆにおいて１２時

５０分から採用内定者２８名が各ブースに分かれて、
３年次学生を対象とした就職希望者にそれぞれの
企業・官庁から採用内定を受けるまでの就職活動
の仕方など、その体験をもとに助言指導する場と
して、大学（キャリアセンター）主催の就職体験
報告会が実施されました。
この会も、学生の就職支援対策の一環として今

回で５回を数えます。追年、先輩の助言、指導を
求める就職希望者の参加者は多くなり、今回は前
回を４０名上廻る１２５名程度だったと聞き及んでい
ます。
これに続いて、１６時３０分から同窓会主催の採用

内定者と同窓会役員、キャリアセンター職員との
懇談会が催されました。同窓会からは、光岡理事
長、副島事務局長等が出席し、理事長がこの会は
報告者の慰労と、同窓会と報告者らとの絆を深め
ることが目的である旨を話し、同窓会の概要とそ
の活用などについて要請しました。軽食を共にし
ながら懇談し、なごやかなうちに１７時２０分頃散会
しました。

第１７回を迎える「佐賀県青春寮歌祭」が、平

成２１年１１月２８日�、佐賀市交流センター「エス
プラッツホール」で開催されました。

今年は旧制第三高等学校の初参加もあり、会

場は熱気に包まれ、参加者は昔にタイムスリッ

プして寮歌・校歌を声高らかに歌い上げました。

第第
１１７７
回回

佐佐
賀賀
県県
青青
春春
寮寮
歌歌
祭祭

Creative２１
「２１世紀の佐賀大学を考える」

第３０回例会（平成２１年９月２５日開催）

「経済学部の現状と将来」
経済学部長 富田 義典 氏
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徳安和博講師については、先般、この「楠の葉」

において、同窓の新人教員としてご紹介したばかり

ですが、同氏は、この度、第４１回日展（平成２１年度）

の第３科彫刻部門で特選を受賞しました。また、徳

安講師の特選は４２歳という若さでの受賞ですから、

今後の発展がおおいに期待されています。

右の写真が、同氏の今回の日展出品作品ですが題

名は「Spiral」です。日展における特選の「授賞理

由」は「題名にある通り、ひねりのあるポーズによ

り、量塊の螺旋状のつながりが強調されていて、そ

れが独特の空間の広がりを創り出している。リズミ

カルな動勢感の中に、静謐で格調高い精神性を秘め

た優作である。」となっています。

古来、彫刻の魅力の一つは「柱のような立性の強

さ」をいかに見せるかということにありますが、同

氏の作品は「量塊の螺旋状のつながり」によってそ

れを強調しているように見えます。筆者は、たまた

ま上京した機会に今回の日展を見ましたが、同氏の

作品は「立性の強さ」においても、「空間の広がり」

においても、日展の会場で他を圧倒するものとなっ

ていました。

また、徳安講師は、中学校、高校の教師経験もあ

ることから、学生の指導にも力量があり、同氏の彫

刻教室から昨年、今年と連続して日展に入選した学

生もいます。また、同氏は学校教育にも理解が深く、

幼児から高校生までの佐賀県造形教育界においても、

自作を教室に持ち込んでの鑑賞学習など、具体的な

貢献をしてくださっています。今後、同氏の益々の

多面的な活躍を期待したいところです。

有 朋 会（教育・文化教育）

徳安和博講師近影

「Spiral」日展特選作品
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意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意意 見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見見 交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交交 換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換換 会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

１１月１１日�、恒例の標記意見交換会がホテル

ニューオータニ佐賀において１８時３０分から開催された。

経済学部からは富田学部長、平地副学部長、山下

副学部長、畑山教育委員長、橋本事務長、キャリア

センターから木島主幹が参加され、同窓会からは梅

崎会長外６名が参加した。

富田学部長からは挨拶の中で大学の機関別評価に

ついては訪問調査を受けて評価委員との厳しいやり

とり等があったが、結果としては満足のいく評価を

得ることができたこと、またインフルエンザによる

学園祭の中止等について最近の状況報告をいただいた。

キャリアセンター木島主幹からは、１０月１日現在

の就職内定状況は厳しい経済環境を反映しており、

経済学部においては、就職希望者１５７人のうち１０５人

が内定をみているものの内定率６６．９％は前年同期

８６．２％と比較し、１９．３ポイントの減でありかなりの

苦戦を強いられているとの報告があった。

意見交換の主な対象としては在学生の勉学その他

の活動状況、学生気質等について、また国際化時代

に対応していくための語学教育の強化の必要性等も

話題となった。

中心となる議題としては、経済学部が楠葉同窓会

に求めることについて、また同窓会として学部に貢

献できることは何かということであった。現在全学

的に実施中のキャリアデザイン講座の外にも協

力可能なことを検討したいとする方向性が出る

等今後の活動に期待感を抱かせる意見交換会で

あった。

文責：宮原 義幸（４２卒・法）

楠葉同窓会（文理・経済）
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保保健健所所とと新新型型イインンフフルルエエンンザザ対対策策ににつついいてて
佐賀県鳥栖保健所長 中里 栄介

２１年１２月現在、新型インフルエンザが大流行し国
内の死者は百人を超え、最近はワクチン接種等につ
いて多くの報道がなされています。
保健所はこの新型インフルエンザ対策に大きく関

与していますが、その活動については余り報じられ
ることはなく、世間のイメージは未だ狂犬病の捕獲
といったものかと感じます。そこでこの場をお借り
して、公衆衛生行政の縁の下の力持ちである保健所
の活動と新型インフルエンザ対策への関わりをご紹
介させて頂きます。
まず保健所には、医師（保健所長）の他に保健師・

看護師、放射線技師、臨床検査技師、管理栄養士、
薬剤師の他獣医師等多くの職種が勤務し、健康に関
する様々な仕事をしています。その仕事は大きく対
人部門と対物部門に分けられ、対人部門としては、
HIV（エイズ）やウイルス性肝炎の検査や相談、精
神科領域の救急患者への対応や母子保健等、直接住
民の健康に関するものがあります。もう一つの対物
部門としては、食品や環境衛生に関する業務で食中
毒発生時の対応等が挙げられます。他にも医療機関
への立ち入りや災害発生後の心の相談等の健康危機
事例への対応が保健所の活動としてあります。
２１年４月末に発生した新型インフルエンザは重大
な健康危機事例であり、その発生以降、保健所は相
談や調査、検査等の様々な活動を行ってきました。
まず５月に検疫で国内の最初の患者が発見されま

したが、保健所は検疫所と連携し新型インフルエン
ザが流行している国からの帰国者に一定の期間、電
話による健康観察を行ってきました。国内で感染が
広がりだしてからは、新型インフルエンザが疑われ
る患者に対し、感染症指定医療機関や衛生薬業セン
ターと連携し、ウイルス遺伝子検査（PCR検査検
体搬送）や患者及び接触者からの聞き取り調査（疫
学調査）を行ってきました。また、県の発熱コール
センターと共に、新型インフルエンザとはどんな病
気か、どんな症状か、大阪旅行後に熱が出たが大丈
夫か、どこの医療機関を受診したらよいのか、検査
を受けたいがどうしたらいいのかなどなど、本当に
多くの相談への対応を行ってきました。
新型インフルエンザはその名のとおり未知の新し
い病気で、当初はその病気の正体、例えば病原性（毒
性）や感染力、症状等が分かりませんでしたので、
高病原性（＝強毒性）を想定した対応を行い、その
後情報が入ってくる中で対策を変更していくという
手探りの状態が続きました。このことで、多くの方々
が混乱し心配されましたことにこの場をお借りして
お詫び申し上げますとともに、実は未知の病気、特
に未知の感染症への対応は「おばけへの対応」と同
様、最初は手探りで非常に難しいものであることを
ご理解頂ければと願っています。
今、巷では新型インフルエンザワクチン接種や学
級閉鎖等に関し医療機関や接種を希望される方々の
間で混乱が起きていて、このことに関して保健所に
もたくさんの相談が寄せられています。このことは、
限られた（全国民分ない）ワクチンをどのように優
先順位をつけて分配するかという課題とその接種ス
ケジュールを変更していること等に起因する問題で
はありますが、背景には日本の健康危機管理の観点
からのワクチン政策をどうするかという問題もあり
ます。また学級閉鎖は感染拡大防止と教育をどう両
立させるかという問題もあります。その詳細には触
れませんが、現場としては少しでも皆様に混乱が生
じないよう、頑張って対応して参りたいと思います。
以上、五月雨になりましたが、保健所の活動の概
要と新型インフルエンザ対策への関わりをご紹介さ
せて頂きました。このことで少しでも保健所が皆様
の身近な存在となり、皆様の健康増進の一助となる
と幸いです。

佐賀医科大学・佐賀大学医学部同窓会

２１年１０月２０日 奈良市全国保健所長会にて
押谷先生※（写真右）と筆者（中央）
（※現東北大学教授で新型インフルエンザ対策の専門家であ
る押谷氏は、前職はWHO医務官としてSARS等の陣
頭指揮にあたられたが、同時期に筆者は厚生労働省在籍
中であり、押谷先生に多大なる指導をたまわった）
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同窓会の皆様、始めまして。今年物理科学科の学
科長を務めている平良です。このページへの寄稿が
今年は物理の担当ということで、当方にお鉢が回っ
てきました。本当のところ書くことが見つからず、
ねた探しに苦慮しています。そんなおり、テレビで
は連日事業仕分け人の仕事が取り上げられ、無駄な
ことが槍玉にあがってつぎつぎと仕分けられていま
す。この寄稿のページも仕分けてもらったら、きっ
と…と思いながら、でもそうはいっても、この仕事
から逃れられそうもありませんから、筆を進めるこ
とにします。気楽な駄文にしばしお付き合いくださ
い。
さて、昨年のリーマンショックを発端に、世界規

模での経済危機が到来して、日本の経済も大変な打
撃を受け、学生の採用を見合わせるたり、人数を削
減したりする企業が相次ぎ、当学科でも例年に比を
見ることのできないほどの、内定者の少なさで現在
のところ推移しています。これからの採用の改善も
それほど期待できず、最悪の就職率になることは確
実のようです。
以前の日本には貧しいながら、互いを支えあうと

いう豊かな精神世界があったように思います。たと
えば、企業における社員の終身雇用形態にそれを見
ることができます。いつのころからか、その雇用形
態は年功序列などと非難を浴び、実力本位主義とい
う美辞麗句のもと葬り去られてしまいました。そし
て現代は再構築（リコンストラクション）という錦
の御旗を掲げて、容赦ない人員削減（リストラ）の
嵐が社会に吹きあれて、人と人とのやさしさや絆を
ずたずたに破壊しています。すべてが効率、すべて
がお金という感覚から、投資ファンドという魔物が
弱い立場の人々を苦しめています。確かに才能や才
覚のある人は、より多くのことが効率よくできるの
かもしれないが、その人一人の実力だけでは、人の
何十倍何百倍の仕事ができるはずはなく、その人の
周りの人々や社会あってのことだと思います。グ
ローバル化という名の下にアメリカの弱肉強食主義
を輸入した結果、残念ながら一部の人が富み、多く
の人が貧困になり、格差は大きくなる一方です。２０
年前にはアメリカにはホームレスという人たちがい
ることに驚いていたけれども、いまや日本でもたく
さんの人々がホームレス化しています。これらは労
働行政の失政に他ならないと思います。今年の夏の
政権交代は企業の都合にあわせて雇用形態を流動化
させ、派遣という人から労働力のみを買うことを許
した政治にやっと人々はノーを突きつけたのかもし
れません。労働者はまず人なのだという観点を大事
にしてほしいものです。。

窓際族というなつかしい言葉を思い出します。昭
和の時代には、余剰人員を抱えた企業が、すぐには
人員を整理することなく、企業内に抱えこむ努力を
していました。松下電気の創業者の松下幸之助は社
員は会社の宝であり、家族であるとして社員のこと
を大事にしたそうです。その幸之助が資財を投じて
松下政経塾をつくり、明日の未来のための社会の
リーダーとなる人材育成を創めたことは皆さんもご
存知でしょう。人を思いやる心が幸之助にはあった
ように感じます。成功を収めたから、その報酬は社
会に還元しよう。その方策として，人を大事にする
ためにはよきリーダが必要であると考えてのことで
しょう。なんとすばらしい観点でしょう。先見性に
富んだ発想です。幸之助なき後も、政経塾は今もリー
ダーとなる人々を社会に送り出しています。人を大
事にし、支えあう精神を受け継いだ高き志を持った
人々が社会の広い分野で活躍すれば、きっと昔の日
本の良き時代が取り戻せそうな期待がちょっぴりし
てきて、どこか心が安らぎます。
円がじりじり上昇しています。なぜだろうと思っ
たら、新聞にドバイショックの文字が。そういえば、
ちょっと前に報道でドバイの無軌道なバブルの話が
ありますした。石油で稼いだお金を金融に転換して、
世界のお金が集まっているとのことでした。考えら
れないほどの豪華な建築物のラッシュが起こってい
ました。そしてついにその一部の金融機関が破綻状
態となり、またまた、ファンドがドバイから脱出し
て円買いに走っているそうです。ドバイショックが
世界の経済に大きな悪影響を与えなければよいので
すが、と不安にかられます。どうして人はこんなに
も同じ過ちを繰り返すのでしょう。
これを読んでいる同窓会の中には起業されて活躍
されている方もいらしゃるかも知れない。ファンド
に投資してたんと稼いでいる方もいらしゃるかも知
れません。そんな方からすればなんと甘ったるい考
えよと思われるかもしれません。でも考えてみてく
ださい。物理には「エネルギー保存の法則」という
のがあります。物理の根幹をなすこの法則はエネル
ギーがどんなに姿を変えようと増えもせず。減りも
しないと主張しています。富もエネルギーみたいな
ものです。多少の増減はあるでしょうがほぼ限られ
ているのです。それを誰かが多くを得れば、割をく
う人もいるのです。成功して財を成した人は、その
人の実力や努力のせいだけではなく、社会の助けが
あったからなのだと。格差を是正し社会を平穏に保
つことは大事です。社会的弱者や少数の意見に配慮
を忘れない優しい心が今必要とされていると思います。

卒卒業業生生へへののメメッッセセーージジ １０

──エネルギー保存則──

菱 実 会（理工学部同窓会）

物理科学科 学科長 平良 豊



第１２号 佐賀大学同窓会報 2010．1．1

08

三 つ の 事
佐賀大学名誉教授 近藤 栄造

やりたい事、やりたくない事、やらなければなら

ない事。一日２４時間の中に、これら三つの事が、ゴ

チャゴチャと同居している。やりたい事だけやれば

良い恵まれた人は希有。やりたくない事をしないで

済めば良いが、そうはいかない。年齢、経験、状況

などによって重みは変わるけれども、生活や職務の

ために、やらなければならない事がある。それは、

生き甲斐になり、ストレスにもなる。どうせやるな

ら、ストレスではなく励みにした方がベター。在職

中は、そう思って努めたが、結果が伴わなかった。

私は、平成２１年３月末日に退職した。退職後は、

在職中に担っていた、やらなければならない、義務

的な事は消えた。やりたい事をやる時間を持てるよ

うになった。同時に、問題が生じた。さて、何がや

りたい事なのか。やりたい事が沢山あり過ぎて、選

ぶのに困るのではない。やりたい事が何もなくて困

るのでもない。適度にあるやりたい事のバランスを

取れば良いだけの話だけれども、これが、案外と難

しい。難しい問題は、難しく考えると、解決が難し

くなる。簡単に考えて、やりたい事を適当にやるこ

とにした。

今やっていることは、大きく分けて、三つ。一つ

目は、退職前の数年間にわたってサボっていた、線

虫についての本・文献を読むこと。ただし、授業や

講演や論文執筆のために読むという邪念は捨てた。

二つ目は、専門外の面白そうな本を読むこと。読む

目的などはあまり考えない。考えるのは、読んだ後

にする。三つめ目は、運動をすること。これにハマっ

た今は、運動が、生活リズムを作る時計になった。

チャリンコ（サイクリング）、ウオーキング、庭仕

事が運動の３本柱。自動車免許を持たない私にとっ

て最速の移動手段であるチャリンコは、佐賀平野を

走り回るのに、いたって便利。そして、エコである。

チャリンコで走り回ることには、第二の目的があ

る。それは、佐賀市の史跡・風物などの発見。毎回、

適当なテーマを設けて走る。目についたことをデジ

カメ写真に収める。すると、どうだろう。見どころ

がいっぱいある。４０年も佐賀に住んでいながら、ほ

とんど見ていなかった自分を発見して驚く。あちこ

ちに、地域おこし、地域再生のための親切な案内板

が立っている。屋内の見学スポットには、パンフレッ

トが用意され、展示があり、ビデオによる説明があ

る。至れり尽くせりである。しかし、惜しいことに、

訪問者が少ない。発信者と受信者の間にミスマッチ

がありそうだ。なんとなく、大学教員と学生との間

のミスマッチとダブって見える。これは、思い過ご

しか、偏見か、幻覚か。

同窓会のメンバーは、佐賀市にある佐賀大学とい

う場を共有した仲間であるが、在学時の状況を反映

して、佐賀市・佐賀大学との関わり方は様々だった

に違いない。卒業後は、多くのメンバーが佐賀市以

外の地で生活している。もし、時間に追われる生活

を余儀なくされているなら、リフレッシュに役立っ

てエコな、自分の目・価値観に基づく「居住地域の

良さ発見」はお買い得です。

農学部同窓会
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職場……………………

……………………

佐賀県農業試験研究センターは、県が設置して
いる五つの農業系試験研究機関の一つで、佐賀市
川副町南里にあります。職員数は８３名（内農学部
同窓生２８名）で、水稲・麦・大豆・野菜・花きの
品種改良や栽培技術の開発等に取り組んでいます。
約２２haの広い敷地には、農業大学校、佐城農業
改良普及センター、農業技術防除センターが併設
されており、また、三瀬村と白石町の２カ所に当
センターの分場が設置されています。
当センターは、明治３３年（１９００年）に「佐賀県

農事試験場」として誕生し、今日まで約１１０年の
歴史を積み重ねてきました。この間、時代の要請
に応えて、農業分野における技術革新の拠点とし

て佐賀県農業の発展に大きく貢献
してきました。
最近の研究成果の一部を紹介し
ますと、先ず、水稲品種「さがび
より／佐賀日和」の育成があげら
れます。本品種は良食味で、温暖
化による品質低下が少なく、収量
も多いことから、県民の期待を背

負い昨年デビュー
しました。次に、
イチゴ品種「さが
ほのか」の育成で
す。本品種は、消
費者・生産者とも
に評価が高く、全
国的に栽培されて
おり、栽培面積は全国第２位となっています。お
店で両品種を見かけられましたらお求めいただき、
当センター発佐賀の味覚を味わっていただければ
幸いです。この他、集落営農組織で活用されてい
る地図情報システムの開発、安全・安心な農作物
生産のための減農薬栽培法の開発、本県オリジナ
ルブランドとなる花き品種の開発などがあげられ
ます。
なお、当センターは、本県農業の歴史を振り返
ることができる農具等を展示した農業歴史資料館
を併設しています。近くにおいでの折には是非お
立ち寄りください。

松尾 孝則（農学部 昭和５２年卒）

第５回目となる「キャリアデザイン講座（自分発見講座）」が１０月７日に開講いたしました。
初日は、池上キャリアセンター長の開講挨拶、副島佐賀大学同窓会事務局長の挨拶に続き、キャ
リアセンター緒方教授によるガイダンスが実施されました。
今回も例年と同様３年次・２年次学生を中心に、２９０名が受講届けをしています。
昨年秋のリーマンショック以降、求人倍率は前年より０．５２ポイント低下し１．６２倍、企業から

は「厳選採用」の言葉が聞かれる厳しい就職環境となっており、学生の受講態度にも熱が入ります。
佐賀大学同窓会は、今後も、在学生の

キャリア支援を続けていきたいと考えています。

キキャャリリアア
デデザザイインン
講講座座

同窓生の 佐賀県農業試験研究センター12

実施月日 内 容 講 師
１ １０月７日 ガイダンス（講義の進め方）

２ １０月１４日 理工学部出身の先輩に聞く 家村 薫（Ｈ１６・機能物質）
TOTO� 高分子技術センター

３ １０月２１日 理工学部出身の先輩に聞く 平田 裕一（Ｈ２０・都市工学）
JR九州 大分事業部大分車掌センター

４ １０月２８日 民間企業・公務員内定合格者体験報告会 在学生（就職内定者） ５名

５ １１月４日 文化教育学部出身の先輩に聞く 田本 正一（Ｈ１３・学校教育）
佐賀市立春日北小学校

６ １１月１１日 文化教育学部出身の先輩に聞く 石橋 幸子（Ｈ１７・国際文化）
�デンソー九州

７ １１月１８日 経済学部出身の先輩に聞く 堤 隆秀（Ｈ１５・経済システム）
九州電力� お客様本部営業部

８ １１月２５日 経済学部出身の先輩に聞く 山口 華代（Ｈ１６・経営法律）
福岡県警 早良警察署

９ １２月２日 民間企業・公務員内定合格者体験報告会 在学生（就職内定者） ５名

１０ １２月９日 医学部出身の先輩に聞く 吉田 和代（Ｓ６３・医学）
佐大医学部附属病院卒後臨床研修センター

１１ １２月１６日 医学部出身の先輩に聞く 廣重 有美（Ｈ１１・看護）
佐賀県庁

１２ １月１３日 農学部出身の先輩に聞く 水田 和彦（Ｓ５１・農業土木）
佐賀農業高等学校

１３ １月２０日 農学部出身の先輩に聞く 神崎 夕紀（Ｓ６１・農芸化学）
キリンビール栃木工場醸造担当部

１４ １月２７日 総括（学生の質問に答える）
１５ ２月３日 定期試験

キャリアデザイン講座（自分発見講座）日程
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第３１回
むつごろう祭

１０月９、１０、１１日の３日間に渡り、佐賀大学医
学部第３１回むつごろう祭が行われました。今年の
むつごろう祭のテーマは“RED IT BE� エネル
ギッシュでごめんねごめんね～”です。情熱のま
まにむつごろう祭を作り上げていこうという気持
ちを込めて、テーマカラーの赤とともに、このテー
マを掲げました。今年のゲストは、全国で活躍す
るバンド、マキシマムザホルモンや世界でも有名
な DJ KAORI、芸人のものいいと大西ライオン、
国立感染症研究所より安井良則先生をお招きし、
これらのイベントや講演会はおおいに盛り上がり
ました。その他にもミスコンなどのステージ企画、
バルーン係留、キッズスクエア、献血、救急車展

示やユニセフによる展示などの企画も子供から大
人までたくさんの方に来ていただき、大成功を収
めたと思います。この度は、佐賀大学同窓会から
の寄付を賜りまして、むつごろう祭実行委員会一
同、誠に感謝しております。

平成２１年１０月３１日、１１月１日の両日に開催が予定され
ていた第１２回佐賀大学大学祭は、学内における新型イン
フルエンザ感染拡大の影響により中止となりました。
今回は中止という結果になってしまいましたが、佐賀
大学同窓会の皆様には大学祭進行の円滑のために多くの
ご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。
来年の大学祭につきましてもご助力賜りますようお願
い申し上げます。

佐賀大学学園祭中央実行委員会
委員長 野� 大地

７．１ 佐大同窓会会報「楠の葉」No．１１ 発行
６ 佐賀大学校友会「代議委員会」
８ 佐大同窓会「第４回代表役員会」
１０ 福岡地区支部総会・懇親会／セントラルホテ

ルフクオカ
１３ 佐賀大学校友会「役員会」

８．１１ 佐賀大学オープンキャンパス
９．２ 単位提供講座「キャリアデザイン」打合せ会
９ 佐大同窓会「第５回代表役員会」
２５ 第３０回「クリエイティブ２１」／佐賀大学経済

学部長 富田義典氏
２９ 長谷川学長及び理事退任記念パーティ／

ニューオータニ佐賀
１０．７ 単位提供講座「キャリアデザイン」開講ガイ

ダンス
７ 佐大同窓会「第６回代表役員会」
９ 第３１回むつごろう祭（鍋島キャンパス）

～１１日まで
１４ 単位提供講座キャリアデザイン／講師 家村

薫氏（理工学部）
１４ 佐大同窓会「秋期定例役員会」
２１ 単位提供講座キャリアデザイン／講師 平田

裕一氏（理工学部）
２８ 単位提供講座キャリアデザイン／在学生（就

職内定者４名）
１１．４ 単位提供講座キャリアデザイン／講師 田本

正一氏（教育学部）
６ 佐大同窓会会報「楠の葉」No．１２ 編集会議
１１ 単位提供講座キャリアデザイン／講師 石橋

幸子氏（教育学部）
１１ 佐賀大学同窓会と就職内定者との懇談会／大

学会館
１４ 大分支部総会・懇親会／大分第一ホテル
１８ 単位提供講座キャリアデザイン／講師 堤

隆秀氏（経済学部）
２５ 単位提供講座キャリアデザイン／講師 山口

華代氏（経済学部）
２８ 第１７回佐賀県青春寮歌祭／エスプラッツホール
２８ 諫早支部役員会・懇親会／割烹あたご
２９ 東海支部総会・懇親会／名鉄ニューグランド

ホテル
１２．２ 単位提供講座キャリアデザイン／在学生（就

職内定者５名）
９ 単位提供講座キャリアデザイン／講師 吉田
和代氏（医学部）

９ 佐大同窓会「第７回代表役員会」／佐嘉神社
記念館

１６ 単位提供講座キャリアデザイン／講師 廣重
有美氏（医学部）

第第１１２２回回
佐佐賀賀大大学学
大大学学祭祭（（本本庄庄地地区区））
中中止止

大学及び同窓会の動き


